
※金額には消費税が含まれています。

講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 6,600 円

（４回分） 一般 9,900 円

講座内容 　

講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 13,200 円

（６回分） 一般 16,500 円

講座内容 　

３月８日（金）１０時から受付開始、【7月期】は６月１日（土）１０時から受付開始

今瀬　剛一

（俳人・俳誌「対岸」主宰）

④7/3   　⑤8/7　　⑥9/4

　松尾芭蕉の「奥の細道」を丁寧に読んでみませんか。そして約五ヶ月、六百里に及んだ旅の
意味を探ってみましょう。特に文中の六十二句の作品を深く鑑賞したいと思います。
　どうぞご参加ください。

①4/3 　  ②5/1　  ③6/5  　

　ビッグバンや暗黒物質、ニュートリノや重力波、今日、宇宙の様々な現象を理解するには素
粒子の視点が必要とされます。一方、素粒子が宇宙の成り立ちに果たす役割も欠かせませ
ん。宇宙と素粒子、その接点から世界を見ていきます。

①5/8　　超新星爆発、ニュートリノ振動
②6/12　宇宙の進化、物質・反物質の謎
③7/10　暗黒物質、暗黒エネルギー、ヒッグス機構
④8/7　　ブラックホール、クォーク、重力波
※講座内容や順序を変更する場合があります。

Ｎew！芭蕉講座・「奥の細道」を読む

第１水曜　１０時３０分～１２時

Ｎew！素粒子の目で見る宇宙のからくり

坂元　眞一

（サイエンス・メディア・ラボ 科学コミュニケーター）

第２水曜　１３時３０分～１５時　※特定週変更

①5/8　    ②6/12    　③7/10　　※④8/7



講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 6,600 円

（３回分） 一般 8,250 円

講座内容 　

講座名

講師名

　

講義日時

【真壁編】 ①4/13　藝文センター

受講料 会員 4,400 円

（２回分） 一般 5,500 円

【結城編】 ①5/25　藝文センター

受講料 会員 4,400 円

（２回分） 一般 5,500 円

会費 　 6,600 円（見学会バス代、保険代。昼食は各自）

講座内容 　

青山　和夫

（茨城大学人文社会学部 教授）

金曜　１４時～１５時３０分

①5/10　　②5/17　　③5/24

Ｎew！マヤ文明の実像にせまる

　『茨城県中世城館跡総合調査報告書』により、県内には1000ヶ所を超える中世の城館跡が
所在することが確認されました。本講座では、県西地区にある真壁氏や、結城氏、山川氏の城
館跡について解説し、現地を訪ね歩きます。

【真壁編】①4/13　藝文センター（水戸教室）座学
　　　　　　②4/27　現地見学会（真壁伝承館～真壁城跡、約３㎞）
                         ＊現地集散
【結城編】①5/25　藝文センター（水戸教室）座学
　　　　　　②6/8　  現地見学会（結城市：山川館跡、山川綾戸城跡、結城城址公園周辺、
　　　　　　　　　　　  約４～５㎞）
　　　　　　　　　　   ＊別途会費をいただきます。（バス代、保険代。昼食は各自）
                         ＊結城城址公園駐車場集合、解散（結城駅も可）

●見学先はすべて徒歩で散策します。【結城編】は各見学先までの移動にバスを利用します。
●現地集散となります。集合場所まで公共交通機関をご利用の方はお問合せください。
●見学先は変更になる場合がございます。

第２、第４土曜　１０時～１１時３０分

②4/27　見学会（10時～12時30分）　現地集散

（桜川市建設部都市整備課課長補佐）

　
　古代文明に興味はあるけどよくわからない。そのような方を対象に最新の考古学発見や現
地調査の成果を交えながらマヤ文明の実像にせまります。

  ①　5/10  マヤ文明とは：ホンジュラスの調査紹介
  ②　5/17  マヤ文明の王族・貴族とは：グアテマラの調査紹介
  ③　5/24  マヤ文明の起源に迫る：グアテマラとメキシコの調査紹介

②6/8 　見学会(10時～15時）　小型バス利用、現地集散

Ｎew！中世の城めぐり～県西編

Ｎｏ　ＩＭＡＧＥ

越田　真太郎



講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 6,160 円

（４回分） 一般 7,700 円

講座内容 　

講座名

講師名

講義日時

受講料 会員 11,000 円

（５回分） 一般 13,750 円

講座内容 　

Ｎew！はじめて学ぶ民俗学

徳丸　亞木

第1、第3水曜　10時15分～11時45分

（筑波大学人文社会系 教授）

第3土曜　13時30分～15時　 ※特定週変更

④7/20 　  ※⑤8/3 　 　

　常陸国の領主であった佐竹氏。その佐竹氏と交わった人々、取り巻く環境を解説していきま
す。今回は、中央政権との交わりによって佐竹氏がどのような影響を受けたのか。信長、秀
吉、家康といった天下人との関係を見ます。

　①4/17　足利将軍と佐竹氏   　②5/15　織田信長と佐竹氏
　③6/5　　豊臣秀吉と佐竹氏　   ④6/19　徳川家康と佐竹氏

①4/20  　　  ②5/18　   ③6/15 

　
   民俗を伝える人々の生活や心のありかたへの関心から、日本各地やアジアでのフィールド
ワークを始めて40年以上になります。私たちの生活のなかには、伝承的な民俗文化が時代を
超えて受け継がれています。この講座では、具体的な事例を用いつつ、そこに現れる民俗的
な思考のありかたを考えます。

  ①  4/20　春を迎える祭と神話的時間への回帰―樹木と大猿―
  ②  5/18　海の祭と漁民の信仰―御船祭とアヤナオシ―
  ③  6/15　夏の祭と境界性―大獅子と花火―
  ④  7/20　子供たちが迎える先祖―盆行事と盆綱―
  ⑤  8/ 3　 語られ生き続ける伝承―森神や屋敷神にまつわる伝承から―

①4/17   　 ②5/15 　　 ③6/5  　　④6/19

Ｎew！佐竹氏の周縁－天下人編－

平野　明夫

（國學院大學兼任講師）



講座名

講師名

講義日時 水曜　１０時～１１時３０分

受講料 会員 2,200 円

（2回分） 一般 3,300 円＊入園料込

講座内容 　

講座名

講師名

　

講義日時

受講料 会員 2,200 円

（１回分） 一般 2,750 円

講座内容 　

　
　常陸太田市郷土資料館に保管されている貴重な文化財を撮影してみましょう。
　角度や光彩、撮影者それぞれの感性で撮影すれば、文化財の歴史とあなたの今が重なる特
別な１枚に。

仲田 絵美（なかた えみ）
　1988年生まれ、写真家。
　2011年 第6回写真「1_WALL」審査員奨励賞（小林紀晴・姫野希美 選)受賞。
　2012年 第7回写真「1_WALL」グランプリ獲得。
　2013年 グランプリ受賞者個展として「よすが」（ガーディアン・ガーデン）を開催。
　2015年写真集「よすが」(赤々舎)を出版。
　第41回木村伊兵衛写真賞ノミネート。
　http://nakataemi.com

＊常陸太田市：梅津会館での現地集散となります。
＊撮影する文化財は、仏像、埴輪、絵巻、彫刻、日本画などから数点を予定しています。
＊郷土資料館学芸員による文化財の解説もあります。
＊撮影した写真は、「常陸太田市文化財公開・曝涼パネル展」（会場：常陽史料館、会期：10/1
（火）～10/18（金））と同時に展示します。

Ｎew！動物園から伝えるメッセージ　　　　　＜提携先：日立市かみね動物園＞

生江　信孝

（日立市かみね動物園 園長）

①6/12　藝文センター（水戸教室） 

②6/19　見学会（かみね動物園）現地集散

　
   動物を通して命の大切さや生物多様性、環境問題を伝えるなど、普段訪れただけでは分か
らない、動物園の別な側面を紹介します。

【撮影講師】仲田　絵美

（カメラマン）

【文化財解説】山口　憲一

（常陸太田市教育委員会歴史文化財課）

9/7（土）１０時～１２時（常陸太田市：梅津会館）

Ｎew！フォトグラフ・ワークショップ/文化財を撮影しよう　＜提携先：常陸太田市＞


